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2 定直線への距離に関する軌跡 
  

■ 座標平面上の 2 定点からの距離に関する軌跡は，垂直 2 等

分線，楕円，双曲線などで目新しいものではない．また，1つの

定点と 1つの直線からの距離に関しては，2次曲線の焦点，準線

にかかわって，既知のよく知られた事実がある． 
  

■ では，交わる 2 直線への距離に関してはどのような軌跡が

生まれるのであろうか． 
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■ 計算や式は記さないが，図示すれば以下の通り．  
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